
■車いす安全整備士とは
車椅子（標準形手動車椅子）の点検整備と安全利用の指導について専門的な技能をもち、車椅子安全整備制度推進の
中心的な役割を果たす技術者です（国家資格ではありません）。
車いす安全整備士実行委員会が実施する「車いす安全整備士養成講座」を受講し、「車いす安全整備士検定試験」に
合格することが条件になります。
車椅子の安全を確保するためには、車椅子に関する正しい整備知識を持つ「車いす安全整備士」が、点検・整備する
ことが推奨されます。

【お問い合わせ】
車いす安全整備士養成講座事務局
WEB●https://anzen-seibishi.org/ E-mail●seibi@jaspec.jp

車いす安全整備士
養成講座

■講座内容

1日目（8:55～18:30）
開校式
手動車椅子の規格（座学講義）
手動車椅子の機能（座学講義）
メンテナンス基礎（座学講義）
手動車椅子の分解・組立（実技講義）

2日目（9:00～16:35）
手動車椅子の点検・整備（実技講義）
実技・座学復習
筆記試験
実技試験
閉校式

■受講料（関西開催）

【新規受講】 40,000円（税込44,000円)
【再受講】
全講義と再試験 32,000円（税込35,200円）
座学講義と再試験 18,000円（税込19,800円）
実技講義と再試験 27,000円（税込29,700円）

【再試験のみ：座学】11,000円（税込12,100円）
【再試験のみ：実技】17,000円（税込18,700円）

会場や日程等、その他の詳細は 車いす安全整備士養成講座

福祉用具プランナー
更 新 の た め の
指定研修対象講座

福祉用具
メンテナンス
唯一の資格

認定機関：テクノエイド協会



その他の講座

福祉用具は車椅子だけではありません。
また、メンテナンスだけではなく、利用者や使
用環境との適合や人体への影響などの
知識がなければ、有効活用できなかったり、
人体への悪影響にもつながります。
6月・8月・10月・12月・2月に、それぞれの
テーマで、セミナーを開催しています。

ほっとデスク
年間定例セミナー

日 程：JASPECサイトから、ご確認ください

時 間：10:00～17:30

受講料：2日間22,000(税込)／1日のみ11,000(税込)

６月：特殊寝台・付属品・床ずれ防止用具選定基礎研修
８月：車椅子取扱並びに選定基礎研修
10月：歩行関連・入浴・排泄用具の基礎知識
12月：住宅改修の基礎知識・福祉用具プランニング
２月：福祉用具概論

この講習は、本講座の実技講義と同じ内容を予
習し、翌日の本講座に臨みやすい体制作りを目
標としております。

また、本講座とは異なり工程ごとの時間設定は
設けておりません。あくまでも受講者のペース
に合わせて進行するため、時間については随時
その場で調整いたします。

プラス講習のみの参加も可能ですので、ぜひご
参加ください。

プラス講習

日 程： 車いす安全整備士サイトから、ご確認ください。

時 間：10:00～19:00（途中参加も可能）

受講料：13,200円（税込）※本講座と共に受講する場合

15,400円（税込）※プラス講習のみ受講

その他講座
詳細・申込

日 程：車いす安全整備士サイトから、ご確認ください。

詳細の日程は、随時ホームページに追加予定です。

時 間：10:00～17:00

受講料：16,500円（税込）

※工具をレンタルする場合は、別途費用がかかります。

超初心者
メンテナンスセミナー

自分はメンテナンスなんて出来るわけがない、
工具に触ったことがないという皆さん。

「何がわからないのかが、わからない」という
ことが、「できない」理由です。
「いまさら、『知らない』なんて恥ずかしい」

なんて、ナンセンスです。

誰でも、初めての時は、当然ながら初心者なのです。
まずはここからチャレンジして、ネガティブな発想
を払拭しましょう！

日 程：車いす安全整備士サイトから、ご確認ください。

詳細の日程は、随時ホームページに追加予定です。

時 間：10:00～16:30

受講料：22,000円（税込）

※工具セットを購入する場合は、別途費用がかかります。

車椅子点検
初任者講習

根拠に基づいた知識と作業手順を学んで、
丁寧に行えば、点検は誰でも実施できます。

整備や修理を自身で実施するのは、ハードルが高い
という想いを持っている人におすすめです。

不良箇所を発見して、事故やひやりはっとの発生を
防ぎましょう。

～修理や整備を依頼すべきか否かの判断をするために～
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